






1.目的 

 われわれは,過去 3年間とくに極小未熟児における親子相互作用の研究をつづけてきた。

現在までは,主として両親(とくに母親)の行動を、児の臨床経過と共に観察してきた。方法

としては,VTR によって記録された行動分析と母親(または父親)のインタビュー・アンケー

ト調査と対比させて,児の成長に伴う母親の児への働きかけを観察してきた。今後はとくに

極小未熟児の相互作用的場面での養育者に対する行動を分析し,生後の成熟に伴う児の行

動の変化を観察することを目的とした。 


